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第
十
六
回
柳
川
川
柳
学
校
報
告 

日
時
：
平
成
三
十
年
四
月
二
日
（
月
）
午
後
六
時
～
八
時 

教
室
：
茶
房 
リ
エ
ー
ル 

参
加
：
伊
藤
・
井
上
・
井
口
・
太
田
・
久
米
田
・
小
谷
・
妹
尾
・
高
谷
・
南
部
・
松
田
・ 

横
田
・
／
菅
田
・
辻
川
・
吉
原 

  

「
柳
川
川
柳
学
校
」
も
新
学
期
に
入
り
ま
し
た
。
第
十
五
回
は
極
寒
の
中
で
の
授
業
で
し

た
が
、
二
か
月
後
の
今
回
は
春
を
通
り
越
し
初
夏
の
陽
気
と
な
り
ま
し
た
。 

 

「
柳
川
川
柳
学
校
」
は
い
つ
も
通
り
の
熱
さ
で
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
回
の
最
優
秀

作
品
賞
受
賞
者
の
松
田
さ
ん
の
乾
杯
の
音
頭
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
「
校
長
四
苦
八
苦
」
は
、
似
顔
絵
作
家
・
風
刺
漫
画
家
等
で
高
名
な
山
藤
章
二
氏

の
著
書
「
は
じ
め
て
の
八
十
才
」
の
紹
介
で
し
た
。
横
田
さ
ん
の
絶
妙
な
朗
読
で
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
川
柳
の
選
者
で
あ
っ
た
氏
の
言
葉
が
語
ら
れ
て
行
き
ま
す
。
俳
句
と
川
柳
の
違
い

等
々
我
々
に
と
っ
て
も
興
味
深
い
話
が
聞
け
ま
し
た
。 

 

各
賞
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

菅
田
校
長
賞
は
、
小
谷
さ
ん
。
優
秀
作
品
は
、
井
上
・
横
田
・
松
田
・
吉
原
の
句
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
最
高
得
点
の
松
田
さ
ん
の
句
に
優
秀
作
品
賞
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
作
品
賞
は
、
伊
藤
さ
ん
が
受
賞
い
た
し
ま
し
た
（
写
真
左
）。
詳
細
は
後
述
の
通
り
で

す
。
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

 

授
業
は
、
辻
川
校
長
補
佐
の
中
締
め
で
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
次
回
は
、
六
月
四
日
（
月
）

夕
刻
で
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

報
告
：
吉
原 
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自
由
句 

① 

も
ー
い
い
か
い
百
を
超
え
て
も
ま
ぁ
だ
だ
よ 

② 

オ
レ
詐
欺
の
如
く
娘
は
金
せ
び
る 

③ 

シ
ル
バ
ー
カ
ー
坂
と
い
う
坂
押
し
あ
ぐ
ね 

④ 

「
天
然
」
と
言
わ
れ
る
間
は
ご
愛
嬌
～
優
秀
作
品 

⑤ 

木
の
芽
時
受
験
地
獄
に
サ
ク
ラ
チ
ル 

⑥ 

一
歩
ず
つ
共
に
階
段
上
が
る
猫
～
校
長
賞 

⑦ 

春
う
ら
ら
ア
タ
マ
は
年
中
春
う
ら
ら
～
最
優
秀
作
品
賞 

⑧ 

釜
揚
げ
の
い
か
な
ご
新
子
泣
い
て
い
る 

⑨ 

夜
目
遠
目
し
わ
が
消
え
た
ぞ
美
人
妻 

⑩ 

は
か
ま
取
る
妻
の
指
先
若
返
る 

⑪ 

友
も
逝
き
我
は
施
設
と
泣
く
人
よ 

⑫ 

ト
ラ
金
習
世
界
の
平
和
は
遠
く
な
り 

⑬ 

無
意
識
と
意
識
間

は
ざ
ま

で
物
忘
れ 

⑭ 

三
世
代
同
じ
テ
レ
ビ
を
別
々
に 
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課
題
句
～
野 

① 

濡
れ
落
ち
葉
野
心
満
々
変
え
ら
れ
ず 

② 

春
の
日
の
野
に
集
う
の
は
老
い
の
群
れ
～
優
秀
作
品 

③ 

珈
琲
を
野
点
と
洒
落
れ
て
庭
で
飲
む
～
優
秀
作
品
賞 

④ 

粗
野
な
れ
ど
卑
で
な
か
っ
た
か
我
に
問
う
～
優
秀
作
品 

⑤ 

野
暮
な
こ
と
言
う
な
と
言
っ
た
野
暮
な
奴 

⑥ 

友
お
く
る
野
花
一
枝
そ
っ
と
お
く 

⑦ 

黄
昏
の
野
の
道
そ
っ
と
手
を
握
る 

⑧ 

清
風
の
股
吹
き
通
る
野
ぐ
そ
か
な 

⑨ 

夢
の
夢
芸
者
と
し
た
い
野
球
拳 

⑩ 

野
の
つ
く
し
伴
に
探
し
て
弾
む
声 

⑪ 

愛
読
書
「
野
菊
の
墓
」
と
答
え
し
頃 

⑫ 

野
風
僧
言
わ
れ
た
昔
が
懐
か
し
い 

⑬ 

ど
こ
ま
で
も
同
じ
車
窓
の
た
だ
広
野 

⑭ 

野
生
児
も
ス
ー
ツ
を
着
れ
ば
会
社
員
～
優
秀
作
品 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

（
完
） 

 
 

 
 

   


